
 

 

１．クラスを次の３つに分けて、それぞれのクラスで対戦を楽しみます。 

  点数をつけて、クラスの昇級、降格をやります。 

 

◇初級コース：初めて麻雀をする人、ほとんどやっていない人のクラスです。 

        このコースには指導員が付きます。 

 

   ◇中級コース：ゲームはやれるが、点数の数え方がよくわからない人。 

 

   ◇上級コース：一通りルールがわかり、点数計算もできる人。 

 

２．基本ルール 

  概要は次の通り。詳細は開講時に説明します。 

  （１）厳守事項：賭けない、飲まない、吸わない 

  （２）ルールは日本健康麻将協会のルールに従う。 

ただし若干の変更点あり。以下、基本ルールのみ記載。 

    ・食いタンあり・後付けあり 

・形式テンパイあり（自分が待ち牌をすべて使っている時は無効）  

    ・ローカルルール全て無し 

（人和･十三不塔･大車輪･三連刻･カン振り･二翻しばりなどは採用しない） 

・親がノーテンなら親流れで、オーラスならゲーム終了 

・一発･裏ドラ･カンドラ･カン裏ドラあり 

・暗カン･明カンを問わず、カンが成立した時点でドラを公開する 

・流局時、待ち牌が全て場に出ていてもテンパイと認める 

（ただし自分の手牌で、全ての待ち牌を使い切っている場合は除く） 

・役満は子で 32000 点･親で 48000 点とし、役満の複合は認めない 

・数え役満はなし（場ゾロを含めて 15翻以上でも３倍満） 

 


